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急速な労務費等の上昇に対応を！

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
10
月
29
日
、
自
由
民
主
党
本
部
で
開
催

さ
れ
た
東
京
都
支
部
連
合
会
の
「
令
和
８
年
度
国
家
予
算
・

税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
」
に
出
席
し
た
。「
令
和
８
年
度

国
の
予
算
・
制
度
等
に
関
す
る
要
望
」
を
提
出
し
て
、
品
確

法
の
再
改
正
を
は
じ
め
各
項
目
の
概
要
を
説
明
、
要
望
内
容

に
対
す
る
理
解
と
支
援
を
訴
え
た
。

概要説明に耳を傾ける議員の先生方

政治連盟側の出席者

朝日健太郎議員 平将明議員

高木啓議員 安藤高夫議員

横田幹事長 梶山理事長

　

冒
頭
、
都
連
を
代
表
し
て
平

将
明
政
調
会
長
が
挨
拶
。

　
「
い
つ
も
皆
様
方
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
都
議
会
議

員
選
挙
、
参
議
院
議
員
選
挙
と
、

い
ろ
い
ろ
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
日
は
し
っ
か
り
と
皆

様
方
の
ご
要
望
を
う
か
が
っ
て
、

政
策
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
謝
意
と
抱
負
を
表
明
し
た
。

　

政
連
か
ら
は
、
梶
山
龍
誠
理

事
長
、
榎
本
寛
副
理
事
長
、
坂

野
正
和
副
理
事
長
、
横
田
英
雄

幹
事
長
が
出
席
。

　

梶
山
理
事
長
は
、「
貴
重
な
機

会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当

政
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
今

後
も
よ
り
一
層
、
支
援
活
動
を

強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
お
力
添
え
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
。

　

業
界
の
状
況
や
要
望
に
つ
い

て
は
、「
私
ど
も
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
業
界
に
お
き
ま
し
て
は
、

依
然
と
し
て
人
手
不
足
、
労
務

費
や
物
価
の
高
騰
な
ど
大
変
厳

し
い
経
営
環
境
下
に
お
か
れ
て

お
り
ま
す
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
界
は
、
日
々
の
仕
事
を
通

じ
て
、
大
都
市
東
京
の
良
好
な

衛
生
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
品
質
確
保
の
た

め
に
も
、
適
正
価
格
で
の
契
約

や
人
手
不
足
対
策
と
な
り
得
る

政
策
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
く

存
じ
ま
す
。
業
界
の
健
全
な
発

展
の
た
め
、
私
ど
も
の
要
望
に

引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
支
援
を

賜
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
」
と
訴
え
た
。

　

令
和
８
年
度
に
向
け
た
要
望

の
概
要
説
明
は
横
田
幹
事
長
が

担
当
。
品
確
法
の
再
改
正
を
は

じ
め
、
適
切
な
契
約
の
実
現
と

し
て
「
適
正
価
格
に
よ
る
契
約
」

な
ど
４
点
、
そ
の
他
の
制
度
改

正
と
し
て
「
短
時
間
労
働
者
の

社
会
保
険
適
用
拡
大
」
な
ど
３

点
に
つ
い
て
、
実
現
に
向
け
支

援
を
求
め
た
。

　

品
確
法
の
再
改
正
で
は
「
条

文
上
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

務
に
関
し
て
明
記
い
た
だ
く
よ

う
要
望
」、
適
正
価
格
に
よ
る
契

約
で
は
近
年
の
急
速
な
労
務
費

等
の
上
昇
に
対
し
て
「
公
共
工

事
と
同
様
に
建
築
保
全
業
務
労

務
単
価
の
活
用
の
徹
底
と
、
労

務
単
価
変
更
の
際
の
ス
ラ
イ
ド

適
用
な
ど
、
制
度
改
正
を
要
望

い
た
し
ま
す
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険

適
用
拡
大
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
に
創
設
さ
れ
た
「
年
収
の

壁
・
支
援
強
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

が
煩
雑
で
人
的
コ
ス
ト
の
負
担

も
あ
り
、
中
小
企
業
に
と
っ
て

大
き
な
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
て
、「
制
度
浸
透
へ

の
環
境
づ
く
り
や
申
請
手
続
き

の
簡
素
化
、
制
度
の
周
知
徹
底
」

を
要
望
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
出
席
し
た
議
員

と
の
間
で
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

分
野
特
定
技
能
評
価
試
験
、
障

害
者
雇
用
、
労
務
単
価
変
更
の

際
の
ス
ラ
イ
ド
適
用
、
全
省
庁

統
一
資
格
付
与
点
数
表
の
見
直

し
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
。

　

都
連
側
か
ら
理
解
や
配
慮
、

具
体
的
な
対
応
の
意
向
が
示
さ

れ
た
。

ス
ラ
イ
ド
適
用
な
ど
適
正
価
格
で
の
契
約
を
要
望


